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シーズの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オゾナイザーは医療機関の衛生状態の改善、殺菌、食品の長期

保存、大気環境浄化、水処理など広範囲の応用が広がる技術であ

る。通常、誘電体バリア放電といった放電形態がオゾンの生成に

用いられているが、ガスの流路が狭く発生量が制限される、温度

が上がりオゾンの生成効率が低下する、誘電体バリア中の電界で

誘電体が加熱されオ

ゾンの生成効率が落

ち、さらに、このエネ

ルギー損失が系全体

の効率を落とすとい

った問題があった。

我々はトレンチタイ

プの電極（写真）を用

いた、新しい誘電体バ 

リ ア 放 電 リ ア

クタを開発し、

従 来 型 に 比 べ

高 効 率 で オ ゾ

ン を 生 成 す る

こ と に 成 功 し

た。左図はこの

オ ゾ ン を 用 い

て Ｎ Ｏ を 酸 化

さ せ た 時 の 酸

化効率を示す。 
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投入エネルギーと NO の酸化量との関係


